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本論文は、降雨に伴う流Wd曽大時に坪功U司、る河j叫睡濁物質中の生物利用而玲目陛りン(BAP
Bi始Ⅷilableph0叩hon玲)にっいて、場1境基町却＼の適用を視野に入れて、新たな測定手法の開
発を行い、超音波抽出を用いた測定手法を硫立司、るとともに、その有効陛を評価した。
第1章では、富栄養化現象とりンの形態にっいて概説寸るとともに、呪在の環境基準のりン
の測定手法、BAP の測定手法の問題点にっいて指摘している。また、本論文で検討した超音波
抽出法の可育断生を示勺、とともに、本論文の目的を記述Lている。第2章では、本論文で用いた
試料、実験手法、分杤チ・法など、本研究の実施于・法をまとめて記述している。第3章では、超
音波抽出法の抽出時闇、強度、抽出時の懸濁物質濃度を変化させて、既存の振とう抽出法と比
較することで、最適な超音波抽出,法の測定千法を確立じた。17時問必要な振とぅ抽出時間を 1
分間の超音波抽出に大幅に短縮できることを見出し、超音波抽出法の有効性を示した。第4章
では、抽出残さをりン源とした AGP(Alga1 山OWじh potont玲Dテストを行い、振とう抽出残さ
と超音波抽出残さとでは、ほぽ同じ藻好W)1常辿量になる実験結果を示し、超音波抽出法が従来
法と恬仟呈度の抽仕例省度を有Lていることを示した。第5章では、りン欠乏状態での AGP テスト
の限界にっいて示司・ととtHこ、残さ中の B<P 濃度と叫暇須増嘱゛1量とに相開関係があることから、
問接的にではあるが、超音波"Ⅲ§去で BAP のみを抽出していることを示している。第6章は総
括として、得られた知見を整理L、本論文の重要な知見をまとめている。
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内湾や湖沼などの閉鎖性水域の富栄*郵ヒは、世界各地で依然として闇題となっており、陸域

から栄養塩流入負荷の制御が重要な課題である。日本では、内湾べ>湖において、総量規制制度

により、工場・や下水処理場などの点源からの排出鄭Ⅱ咸が進み十相刈'的に森林、農地、市街地な

どの面源からの流出負荷量の比率が高くなっている、而源からの栄養塩流出負荷は、降雨に伴

う流量増大時に多くなること、特にりンでは懸濁態りンの比率が局くなることが明らかになっ

てぃる。溶存態りンは司、べてが生物利用可能性りン(BAP)とみなせるが、懸濁態りンは、現在

のぺルオキソニ研訥安カリウムを用いた分創井去では、測定さ才1,たりンの・一部分のみが生物羽リ汀可

育自陛りンと老えられてぃる。このため、現在、環境基準で用いられているぺルオキソニ研訥安力

リウム分角智去により測定されたりンではなく、 BAPを指標とすることがZ、要である。

現在、利用されてぃるBAPの抽出于・法では、 0.1Mの湘011を用いた17時問の振とぅ抽出が用い

られてぃる。また、バイオアッセイによる測定乎法もあるが、この場合はHE1程度の測定時問

がし、要である。このため、 BAPを環境基準と寸るためには、ペルオキソ三研消安カリウム分解法

と同程度の測定時問で、自動化にt上対応できる手法の開発がし、要である。

本研究では、振とう抽出に代わる抽出法として超音波抽出法の可能性について検討がなされ

た。その結果、1分問の超音波抽出で17時間の振とう抽出とほぽ同じBNW)抽出が可能であるこ

とを見出し、 1山出手法を耐'立Lた。また、抽汁_,'残さを用いた<GP(Alg田 GNwth pot飢tioDテ

ストにおいても、超竒波抽出法仁吋辰とう抽出法とほぽ同じ結果を得ることができ、残さ中の除

W農度と藻類増会此雛とに相関関係があることからBAPのみを抽出していることを闇接的ではあ

るが示司・ことができた。こ力、らのことから、短時問で打棚■可能な超音波抽出法の有効性を示す

とともに、自動化にも対応できることから、県境基準への適用に向けた基徹創内なデータを得る

ことができた。

以上により、本論文は博士(工学)の学位論文に相当寸ると判断した。

井下生三斜i 果 の 亜 旨


